
＿
【１.基本情報】

５２

【２.事業概要】

【３.支出（行政コスト）】
（１）人にかかるコスト

（２）物にかかるコスト

（３）総コスト

【４.収入】

【５.収支】

その他

計（Ｆ）

9,359

10,198

10,072

9,454
令和４年度決算額（千円）

9,454

0

0
0

10,072

0
0

0

0

令和２年度決算額（千円）

0

令和３年度決算額（千円）市負担額一般
財源（E－Ｆ）

令和３年度決算額（千円）

0

0
0

0

令和４年度決算額（千円）

0

0

減価償却費
【施設管理】

 （C）

令和２年度決算額（千円）

県支出金

使用料・手数料

令和２年度決算額（千円） 令和３年度決算額（千円） 令和４年度決算額（千円）
総事業費（E）=A+D

0

10,100 9,975

0

収入内訳

計（D）=B+C

10,198

国庫支出金

市債 0 0

令和２年度決算額（千円）

事 業 名

担当部名 経済部 担当課名

誰に

土地改良施設維持管理適正化事業負担金

農地整備課

実施方法 団体事業補助金

農家人口　３３，５１０人

開始・終了年度

用水路等の老朽化による漏水や破損、揚水機の揚水量の不足により、農業用水の確保に支障をきたすように
なっていることから、農業団体から農業水利施設の早期整備（更新、改良工事）の要望が多く寄せられており、
農業水利施設の整備補修を実施することにより、農業用水の安定供給を確保し農業生産基盤の保全と生産性
の向上を図る。

内容
（手段・手法など）

根拠法令・関連計画

事
業
の
対
象

年度年度 ～

補助等 補助等の種類 実施主体 岐阜県土地改良事業団体連合会

昭和

令和４年度からの変更点

（継続事業の場合） ―

令和２年度決算額 令和３年度決算額 令和４年度決算額

人件費（千円） 人日（人）

目的
（何のためか）

岐阜市が管理する農業水利施設について土地改良維持管理適正化事業に加入し、農業用施
設の整備補修を行うため必要な資金の一部を５年間積み立て、その５年間の中で事業を実施す
る。

人日（人）

農業水利施設（用水路、機械揚水機等）の更新、整備補修

負担率は事業費の３０％

0760060

00 0

3

0

001番号

土地改良施設維持間管理適正化事業
実施要綱・要領、岐阜市農業振興ビジョン

0 0

9533

00

人件費（千円） 人日（人） 人件費（千円）

0

8,610

令和４年度決算額（千円）直接経費
【直接事業費】

（Ｂ）

計（Ａ）

直接事業費の
主な内訳

項
目

97

10,100 9,975

揚水機場

0

9,217 8,975

7491,000

9,359

令和２年度決算額（千円） 令和３年度決算額（千円）

令和３年度決算額（千円）令和２年度決算額（千円） 令和４年度決算額（千円）

98

令和４年度決算額（千円）

0

0

98正職員

何を

どのくらい

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ会計年度任用職員B 0

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ会計年度任用職員A

0
令和３年度決算額（千円）

取水施設

0

0

95

0

973

0

33

883

事業評価シート(令和４年度事業評価用)



【６.コストバランス】

【７.指標】
アウトプット評価 （資源投入（インプット）により産出した活動（サービス））

アウトカム評価 （アウトプットによりもたらされた成果）

【８.評価】

受益者負担額（千円） 0 0 0
受益者負担率（％） 0.0% 0.0% 0.0%

令和２年度 令和３年度 令和４年度

事業受益者 農業者 農業者 農業者
受益者数 36,451 34,566 33,510

受益者１人当たりのコスト
（円、一般財源ベース） 280 291 282

活動指標名 農業水利施設の整備箇所数 単位 箇所

成果指標名 ― 単位 ―
令和２年度 令和３年度 令和４年度

令和２年度 令和３年度 令和４年度

目標値 3 3 3
実績値 3 3 3

 〔総合評価〕
　・拡充 ：目標を達成しており、良い状態が続いて
　　　　　　いるため、より良くしていく
　・現状維持 ：
　　　様々な要因により、事業担当課の裁量で拡充
　　　又は改善することが困難であり、現状のまま
　　　事業を継続していく
　・改善 ：目標を達成できておらず、事業の統合や
　　　　　　縮小、実施内容の変更など、見直しを図る
　・廃止 ：実施予定期間満了などの理由により、
             事業を取りやめる

現状
維持

農業生産基盤の根幹となる農業水利施設の更新等は、農業を持続可
能なものとし安心で安全な農作物の安定供給に繋げる上で必要不可
欠である。限られた予算を有効に使うため、経費節減に努めるよう指導
する。

　必要性
　①目的が市民・社会のニーズに合っているか
　②事業を市が担う必要があるか（民間・国・県）

　③類似の事業はないか、あれば当該事業との
　　　統廃合はできるか

　※【１】【２】から

高

農業用水の安定供給を確保し農業生産基盤の保全と生産性の向上を
図るためには、計画的に施設の整備補修を行い、施設の機能保持と
耐用年数の確保がする必要がある。

類似事業はない。

　効率性
　①費用対効果
　②他に効率的な方法はないか
　　　（広域・民間活用・市民協働など）

　※【１】【３】【４】【５】【６】から

高

既存の農業水利施設の有効活用・長寿命化とともに、効率的な更新整
備や保全管理の充実を図ることで、施設の機能を最も効率的かつ経
済的に維持している。

食料自給率の向上や安全で安心な農産物の安定供給を図る上で、行
政が事業を実施することは妥当であり、民間活用または、市民協働に
は馴染まない性格である。

　有効性
　・期待した効果が得られたか

　　又は計画した将来に効果が得られる見込か

　※【２】【７】から

高
土地改良施設の更新等により、農業生産基盤の高度化、合理化及び
水利用の安定化に貢献しており有効である。

定期的な整備補修のため事業に加入し、一定期間資金を拠出しあうこ
とにより、対象施設の整備を行う制度で、岐阜市は整備補修に係る費
用の一部を拠出している。

　公平性
　・受益者及び受益者負担は適正か

　※【２】【６】【７】から
高

対象となる施設に関しては、受益者（農業団体）から、事業費に対する
分担金を徴収し事業を実施しており、適正である。

目標値 - - -
実績値 - - -

評価項目 評価 理由（可能な限り定量的又は定性的な指標を用いて説明）

達成状況 ― ― ―



＿
【１.基本情報】

５２

【２.事業概要】

【３.支出（行政コスト）】
（１）人にかかるコスト

（２）物にかかるコスト

（３）総コスト

【４.収入】

【５.収支】

事業評価シート(令和４年度事業評価用)

令和４年度決算額（千円）

0

0

98正職員

何を

どのくらい

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ会計年度任用職員B 0

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ会計年度任用職員A

0
令和３年度決算額（千円）

取水施設

用水路

0

0

95

0

973

0

33

0

0

令和４年度決算額（千円）直接経費
【直接事業費】

（Ｂ）

計（Ａ）

直接事業費の
主な内訳

項
目

97

4,300 3,400

揚水機場

0

4,300 3,400

5,1000

5,100

令和２年度決算額（千円） 令和３年度決算額（千円）

令和３年度決算額（千円）令和２年度決算額（千円） 令和４年度決算額（千円）

98

0760060

00 0

3

0

002番号

岐阜市補助金等交付規則、岐阜市農林水産関係
振興補助金交付要綱、岐阜市農業振興ビジョン

0 0

9533

00

人件費（千円） 人日（人） 人件費（千円）

0

令和４年度からの変更点

（継続事業の場合） ―

令和２年度決算額 令和３年度決算額 令和４年度決算額

人件費（千円） 人日（人）

目的
（何のためか）

土地改良区は、土地改良維持管理適正化事業に加入し、農業用施設の整備補修を行うため必
要な資金の一部を５年間積み立てて事業を実施することに対し、市は実施年度にこれを補助す
る。

人日（人）

農業水利施設（用水路、機械揚水機等）の更新、整備補修

補助率は事業費の３０％以内

事 業 名

担当部名 経済部 担当課名

誰に

土地改良施設維持管理適正化事業補助金

農地整備課

実施方法 その他補助金

農家人口　４，６８０人

開始・終了年度

用水路等の老朽化による漏水や破損、揚水機の揚水量の不足により、農業用水の確保に支障をきたすようになって
いることから、農業団体から農業水利施設の早期整備（更新、改良工事）の要望が多く寄せられており、土地改良区
は、土地改良維持管理適正化事業に加入し、農業用施設の整備補修を行うため必要な資金の一部を５年間積み立
てて事業を実施しており、市は実施年度にこれを補助する。

内容
（手段・手法など）

根拠法令・関連計画

事
業
の
対
象

年度年度 ～

補助等 補助等の種類 実施主体 土地改良区

昭和

0

令和４年度決算額（千円）

0

0

減価償却費
【施設管理】

 （C）

令和２年度決算額（千円）

県支出金

使用料・手数料

令和２年度決算額（千円） 令和３年度決算額（千円） 令和４年度決算額（千円）
総事業費（E）=A+D

0

4,300 3,400

0

収入内訳

計（D）=B+C

4,398

国庫支出金

市債 0 0

令和２年度決算額（千円）

その他

計（Ｆ）

5,100

4,398

3,497

5,195
令和４年度決算額（千円）

5,195

0

0
0

3,497

0
0

0

0

令和２年度決算額（千円）

0

令和３年度決算額（千円）市負担額一般
財源（E－Ｆ）

令和３年度決算額（千円）

0

0
0



【６.コストバランス】

【７.指標】
アウトプット評価 （資源投入（インプット）により産出した活動（サービス））

アウトカム評価 （アウトプットによりもたらされた成果）

【８.評価】

　公平性
　・受益者及び受益者負担は適正か

　※【２】【６】【７】から
高

施設の整備補修に係る事業費の大半を土地改良区が負担しており、
目的を同じとする市施設の整備補修に係る受益者負担と比較しても適
正である。

目標値 - - -
実績値 - - -

評価項目 評価 理由（可能な限り定量的又は定性的な指標を用いて説明）

達成状況 ― ― ―

 〔総合評価〕
　・拡充 ：目標を達成しており、良い状態が続いて
　　　　　　いるため、より良くしていく
　・現状維持 ：
　　　様々な要因により、事業担当課の裁量で拡充
　　　又は改善することが困難であり、現状のまま
　　　事業を継続していく
　・改善 ：目標を達成できておらず、事業の統合や
　　　　　　縮小、実施内容の変更など、見直しを図る
　・廃止 ：実施予定期間満了などの理由により、
             事業を取りやめる

現状
維持

農業生産基盤の根幹となる農業水利施設の更新等は、農業を持続可
能なものとし安心で安全な農作物の安定供給に繋げる上で必要不可
欠である。限られた予算を有効に使うため、経費節減に努めるよう指導
する。

　必要性
　①目的が市民・社会のニーズに合っているか
　②事業を市が担う必要があるか（民間・国・県）

　③類似の事業はないか、あれば当該事業との
　　　統廃合はできるか

　※【１】【２】から

高

農業用水の安定供給を確保し農業生産基盤の保全と生産性の向上を
図るためには、計画的に施設の整備補修を行い、施設の機能保持と
耐用年数の確保をする必要がある。

類似事業はない。

　効率性
　①費用対効果
　②他に効率的な方法はないか
　　　（広域・民間活用・市民協働など）

　※【１】【３】【４】【５】【６】から

高

既存の農業水利施設の有効活用・長寿命化とともに、効率的な更新整
備や保全管理の充実を図ることで、施設の機能を最も効率的かつ経
済的に維持している。

食料自給率の向上や安全で安心な農産物の安定供給を図る上で、行
政が事業を実施することは妥当であり、民間活用または、市民協働に
は馴染まない性格である。

　有効性
　・期待した効果が得られたか

　　又は計画した将来に効果が得られる見込か

　※【２】【７】から

高
土地改良施設の更新等により、農業生産基盤の高度化、合理化及び
水利用の安定化に貢献しており有効である。

土地改良区が土地改良施設維持管理適正化事業に加入している施
設の整備補修を実施する際、岐阜市が事業費の一部を負担している。

成果指標名 ― 単位 ―
令和２年度 令和３年度 令和４年度

令和２年度 令和３年度 令和４年度

目標値 3 3 3
実績値 3 3 3

受益者１人当たりのコスト
（円、一般財源ベース） 950 731 1,110

活動指標名 農業水利施設の整備箇所数 単位 箇所

受益者負担額（千円） 0 0 0
受益者負担率（％） 0.0% 0.0% 0.0%

令和２年度 令和３年度 令和４年度

事業受益者 農業者 農業者 農業者
受益者数 4,630 4,782 4,680



＿
【１.基本情報】

５２

【２.事業概要】

【３.支出（行政コスト）】
（１）人にかかるコスト

（２）物にかかるコスト

（３）総コスト

【４.収入】

【５.収支】

事業評価シート(令和４年度事業評価用)

令和４年度決算額（千円）

0

0

65正職員

何を

どのくらい

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ会計年度任用職員B 0

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ会計年度任用職員A

0
令和３年度決算額（千円）

取水施設

揚水機場

0

2,921

64

0

652

0

22

3,138

4,873

令和４年度決算額（千円）直接経費
【直接事業費】

（Ｂ）

計（Ａ）

直接事業費の
主な内訳

項
目

65

5,470 7,914

用水路

1,914

2,332 4,800

01,200

7,794

令和２年度決算額（千円） 令和３年度決算額（千円）

令和３年度決算額（千円）令和２年度決算額（千円） 令和４年度決算額（千円）

65

0760060

00 0

2

0

003番号

岐阜市補助金等交付規則、岐阜市農林水産関係
振興補助金交付要綱、岐阜市農業振興ビジョン

0 0

6422

00

人件費（千円） 人日（人） 人件費（千円）

0

令和４年度からの変更点

（継続事業の場合） ―

令和２年度決算額 令和３年度決算額 令和４年度決算額

人件費（千円） 人日（人）

目的
（何のためか）

土地改良区が実施する、農業水利施設の新設又は改良に要する事業費に対し助成する。

人日（人）

農業水利施設（用水路、機械揚水機等）の更新、改良整備

補助率は事業費の３０％以内

事 業 名

担当部名 経済部 担当課名

誰に

団体営かんがい排水事業補助金

農地整備課

実施方法 その他補助金

農家人口　４，６８０人

開始・終了年度

用水路等の老朽化による漏水や破損、揚水機の揚水量の不足により、農業用水の確保に支障をきたすようになって
いることから、農業団体から農業水利施設の早期整備（更新、改良工事）の要望が多く寄せられており、土地改良区は
農業水利施設の改良事業を実施し、市はこれを補助することにより、農業用水の安定供給を確保し農業生産基盤の
保全と生産性の向上を図る。

内容
（手段・手法など）

根拠法令・関連計画

事
業
の
対
象

年度年度 ～

補助等 補助等の種類 実施主体 土地改良区

昭和

0

令和４年度決算額（千円）

0

0

減価償却費
【施設管理】

 （C）

令和２年度決算額（千円）

県支出金

使用料・手数料

令和２年度決算額（千円） 令和３年度決算額（千円） 令和４年度決算額（千円）
総事業費（E）=A+D

0

5,470 7,914

0

収入内訳

計（D）=B+C

5,535

国庫支出金

市債 0 0

令和２年度決算額（千円）

その他

計（Ｆ）

7,794

5,535

7,979

7,858
令和４年度決算額（千円）

7,858

0

0
0

7,979

0
0

0

0

令和２年度決算額（千円）

0

令和３年度決算額（千円）市負担額一般
財源（E－Ｆ）

令和３年度決算額（千円）

0

0
0



【６.コストバランス】

【７.指標】
アウトプット評価 （資源投入（インプット）により産出した活動（サービス））

アウトカム評価 （アウトプットによりもたらされた成果）

【８.評価】

　公平性
　・受益者及び受益者負担は適正か

　※【２】【６】【７】から
高

 施設の改良、更新に係る事業費の大半を土地改良区が負担してお
り、目的を同じとする市施設の改良、更新に係る受益者負担と比較し
ても適正である。

目標値 - - -
実績値 - - -

評価項目 評価 理由（可能な限り定量的又は定性的な指標を用いて説明）

達成状況 ― ― ―

 〔総合評価〕
　・拡充 ：目標を達成しており、良い状態が続いて
　　　　　　いるため、より良くしていく
　・現状維持 ：
　　　様々な要因により、事業担当課の裁量で拡充
　　　又は改善することが困難であり、現状のまま
　　　事業を継続していく
　・改善 ：目標を達成できておらず、事業の統合や
　　　　　　縮小、実施内容の変更など、見直しを図る
　・廃止 ：実施予定期間満了などの理由により、
             事業を取りやめる

現状
維持

農業生産基盤の根幹となる農業水利施設の更新等は、農業を持続可
能なものとし安心で安全な農作物の安定供給に繋げる上で必要不可
欠である。限られた予算を有効に使うため、経費節減に努めるよう指導
する。

　必要性
　①目的が市民・社会のニーズに合っているか
　②事業を市が担う必要があるか（民間・国・県）

　③類似の事業はないか、あれば当該事業との
　　　統廃合はできるか

　※【１】【２】から

高

農業用水の安定供給を確保し農業生産基盤の保全と生産性の向上を
図るためには、農業用水利施設の改良及び更新を行う必要がある。

類似事業はない。

　効率性
　①費用対効果
　②他に効率的な方法はないか
　　　（広域・民間活用・市民協働など）

　※【１】【３】【４】【５】【６】から

高

米の自給率向上、耕作放棄地の防止等、費用対効果では算出できな
い要素もあるが、水利用の安定に貢献している。

食料自給率の向上や安全で安心な農産物の安定供給を図る上で、行
政が事業を実施することは妥当であり、民間活用又は、市民協働には
馴染まない性格である。

　有効性
　・期待した効果が得られたか

　　又は計画した将来に効果が得られる見込か

　※【２】【７】から

高
土地改良施設の更新等により、農業生産基盤の高度化、合理化及び
水利用の安定化に貢献しており有効である。

土地改良区が県単独事業の採択を受けた事業を実施する際、岐阜市
が事業費の一部を負担している。

成果指標名 ― 単位 ―
令和２年度 令和３年度 令和４年度

令和２年度 令和３年度 令和４年度

目標値 3 3 3
実績値 3 3 3

受益者１人当たりのコスト
（円、一般財源ベース） 1,195 1,668 1,679

活動指標名 農業水利施設の整備箇所数 単位 箇所

受益者負担額（千円） 0 0 0
受益者負担率（％） 0.0% 0.0% 0.0%

令和２年度 令和３年度 令和４年度

事業受益者 農業者 農業者 農業者
受益者数 4,630 4,782 4,680



＿
【１.基本情報】

５３

【２.事業概要】

【３.支出（行政コスト）】
（１）人にかかるコスト

（２）物にかかるコスト

（３）総コスト

【４.収入】

【５.収支】

事業評価シート(令和４年度事業評価用)

令和４年度決算額（千円）

0

0

163正職員

何を

どのくらい

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ会計年度任用職員B 0

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ会計年度任用職員A

0
令和３年度決算額（千円）

0

0

159

0

1625

0

55

0

400

令和４年度決算額（千円）直接経費
【直接事業費】

（Ｂ）

計（Ａ）

直接事業費の
主な内訳

項
目

162

600 400

補助金

0

600 400

00

400

令和２年度決算額（千円） 令和３年度決算額（千円）

令和３年度決算額（千円）令和２年度決算額（千円） 令和４年度決算額（千円）

163

0760060

00 0

5

0

004番号

岐阜市補助金等交付規則、岐阜市農林水産関係
振興補助金交付要綱、岐阜市農業振興ビジョン

0 0

15955

00

人件費（千円） 人日（人） 人件費（千円）

0

令和４年度からの変更点

（継続事業の場合） ―

令和２年度決算額 令和３年度決算額 令和４年度決算額

人件費（千円） 人日（人）

目的
（何のためか）

岐阜市土地改良連合会は、１４団体の土地改良区の理事長で組織する団体で、土地改良事業
全般業務の岐阜市、岐阜県、県土連の連絡機関となり、土地改良の運営、管理を指導及び援
助を推進しているため、市はこれを補助する。

人日（人）

岐阜市土地改良推進事業補助金

補助率は事業費の３０％以内

事 業 名

担当部名 経済部 担当課名

誰に

岐阜市土地改良推進事業補助金

農地整備課

実施方法 団体事業補助金

岐阜市土地改良事業連合会（１４団体の土地改良区）

開始・終了年度

農林水産業の振興において、高齢化や農業従事者の減少等により組織の脆弱化が一部進ん
でいることもあり、岐阜市土地改良連合会に対し、健全な業務推進を継続的に運営するため助
成する。

内容
（手段・手法など）

根拠法令・関連計画

事
業
の
対
象

年度年度 ～

補助等 補助等の種類 実施主体 岐阜市土地改良連合会

昭和

0

令和４年度決算額（千円）

0

0

減価償却費
【施設管理】

 （C）

令和２年度決算額（千円）

県支出金

使用料・手数料

令和２年度決算額（千円） 令和３年度決算額（千円） 令和４年度決算額（千円）
総事業費（E）=A+D

0

600 400

0

収入内訳

計（D）=B+C

763

国庫支出金

市債 0 0

令和２年度決算額（千円）

その他

計（Ｆ）

400

763

562

559
令和４年度決算額（千円）

559

0

0
0

562

0
0

0

0

令和２年度決算額（千円）

0

令和３年度決算額（千円）市負担額一般
財源（E－Ｆ）

令和３年度決算額（千円）

0

0
0



【６.コストバランス】

【７.指標】
アウトプット評価 （資源投入（インプット）により産出した活動（サービス））

アウトカム評価 （アウトプットによりもたらされた成果）

【８.評価】

　公平性
　・受益者及び受益者負担は適正か

　※【２】【６】【７】から
高

法人である土地改良区の継続を図るために、組織された団体に対する
支援は適正である。

目標値 - - -
実績値 - - -

評価項目 評価 理由（可能な限り定量的又は定性的な指標を用いて説明）

達成状況 ― ― ―

 〔総合評価〕
　・拡充 ：目標を達成しており、良い状態が続いて
　　　　　　いるため、より良くしていく
　・現状維持 ：
　　　様々な要因により、事業担当課の裁量で拡充
　　　又は改善することが困難であり、現状のまま
　　　事業を継続していく
　・改善 ：目標を達成できておらず、事業の統合や
　　　　　　縮小、実施内容の変更など、見直しを図る
　・廃止 ：実施予定期間満了などの理由により、
             事業を取りやめる

現状
維持

岐阜市土地改良連合会は、市内の土地改良区で組織され、各土地改
良区の運営や管理に対する指導や各種補助事業の業務代行を行うこ
とにより、土地改良区が今後とも存続を図る上で必要不可欠な団体で
ある。また、地域農業を支える担い手農家の育成や農地を荒廃させな
いためにも、土地改良区は必要不可欠であるため支援が必要と考え
る。限られた予算を有効に使うため、経費節減に努めるよう指導する。

　必要性
　①目的が市民・社会のニーズに合っているか
　②事業を市が担う必要があるか（民間・国・県）

　③類似の事業はないか、あれば当該事業との
　　　統廃合はできるか

　※【１】【２】から

高

各土地改良区が行う、土地改良事業の運営を確保し、共同の利益の
増進を図る組織として必要である。

類似事業はない。

　効率性
　①費用対効果
　②他に効率的な方法はないか
　　　（広域・民間活用・市民協働など）

　※【１】【３】【４】【５】【６】から

高

各土地改良区が行う土地改良事業の補助業務を集約して行うことで、
人件費の抑制が図られている。

土地改良事業は、国土の保全に係る事業であるため、民間活用や市
民協働には馴染まない性格である。

　有効性
　・期待した効果が得られたか

　　又は計画した将来に効果が得られる見込か

　※【２】【７】から

高
各土地改良区が行う土地改良事業を推進するためには、有効な組織
である。

土地改良区の運営、維持管理事業を推進するために組織された団体
であるため、必要がある。

成果指標名 ― 単位 ―
令和２年度 令和３年度 令和４年度

令和２年度 令和３年度 令和４年度

目標値 2,300 2,300 2,100
実績値 2,061 1,636 1,557

受益者１人当たりのコスト
（円、一般財源ベース） 165 117 119

活動指標名 岐阜市土地改良連合会事業費仮決算額 単位 千円

受益者負担額（千円） 0 0 0
受益者負担率（％） 0.0% 0.0% 0.0%

令和２年度 令和３年度 令和４年度

事業受益者 農業者 農業者 農業者
受益者数 4,630 4,782 4,680



＿
【１.基本情報】

５７

【２.事業概要】

【３.支出（行政コスト）】
（１）人にかかるコスト

（２）物にかかるコスト

（３）総コスト

【４.収入】

【５.収支】

事業評価シート(令和４年度事業評価用)

令和４年度決算額（千円）

0

15,648

40,950正職員

何を

どのくらい

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ会計年度任用職員B 0

ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ会計年度任用職員A

0
令和３年度決算額（千円）

機械揚水

0

0

40,068

0

40,6981,260

0

1,2601,260

25,078

93,326

令和４年度決算額（千円）直接経費
【直接事業費】

（Ｂ）

計（Ａ）

直接事業費の
主な内訳

項
目

40,698

156,226 112,516

かんがい排水

0

131,148 84,487

22,42628,029

115,752

令和２年度決算額（千円） 令和３年度決算額（千円）

令和３年度決算額（千円）令和２年度決算額（千円） 令和４年度決算額（千円）

40,950

0760060

00 0

1,260

0

005番号

岐阜市土地改良事業の経費の分担金等
徴収に関する条例、岐阜市農業振興ビジョン

0 0

40,0681,2601,260

00

人件費（千円） 人日（人） 人件費（千円）

0

令和４年度からの変更点

（継続事業の場合） ―

令和２年度決算額 令和３年度決算額 令和４年度決算額

人件費（千円） 人日（人）

目的
（何のためか）

耐用年数を経過し老朽化した農業水利施設である用水路、用排水路及び機械揚水機等を更
新、改良整備する。

人日（人）

農業水利施設（用水路、用排水路、機械揚水機等）の更新、改良整備

用水路、用排水路 L=1,330ｋｍ　　機械揚水機 N=250基

事 業 名

担当部名 経済部 担当課名

誰に

農業用施設改良整備事業

農地整備課

実施方法

農家人口　３３,５１０人

開始・終了年度

用水路等の老朽化による漏水や破損、揚水機の揚水量の不足により、農業用水の確保に支障をきたすようになって
いることから、農業団体から農業水利施設の早期整備（更新、改良工事）の要望が多く寄せられており、農業水利施設
の更新、改良整備により、農業用水の安定供給を確保し農業生産基盤の保全と生産性の向上を図る。

内容
（手段・手法など）

根拠法令・関連計画

事
業
の
対
象

年度年度 ～

直営 補助等の種類 実施主体 岐阜市

昭和

0

令和４年度決算額（千円）

0

0

減価償却費
【施設管理】

 （C）

令和２年度決算額（千円）

県支出金

使用料・手数料

令和２年度決算額（千円） 令和３年度決算額（千円） 令和４年度決算額（千円）
総事業費（E）=A+D

19,673

156,226 112,516

0

収入内訳

計（D）=B+C

197,176

国庫支出金

市債 0 0

令和２年度決算額（千円）

その他

計（Ｆ）

115,752

133,256

153,214

123,776
令和４年度決算額（千円）

155,820

48,272

0
0

120,500

32,044
12,371

0

32,714

令和２年度決算額（千円）

13,754

令和３年度決算額（千円）市負担額一般
財源（E－Ｆ）

令和３年度決算額（千円）

63,920

0
18,960



【６.コストバランス】

【７.指標】
アウトプット評価 （資源投入（インプット）により産出した活動（サービス））

アウトカム評価 （アウトプットによりもたらされた成果）

【８.評価】

　公平性
　・受益者及び受益者負担は適正か

　※【２】【６】【７】から
高

受益者（農業団体）から、事業費に対する分担金（10～20％）を徴収
し、事業を実施しており、適正である。

目標値 - - -
実績値 - - -

評価項目 評価 理由（可能な限り定量的又は定性的な指標を用いて説明）

達成状況 ― ― ―

 〔総合評価〕
　・拡充 ：目標を達成しており、良い状態が続いて
　　　　　　いるため、より良くしていく
　・現状維持 ：
　　　様々な要因により、事業担当課の裁量で拡充
　　　又は改善することが困難であり、現状のまま
　　　事業を継続していく
　・改善 ：目標を達成できておらず、事業の統合や
　　　　　　縮小、実施内容の変更など、見直しを図る
　・廃止 ：実施予定期間満了などの理由により、
             事業を取りやめる

現状
維持

農業生産基盤の根幹となる農業水利施設の更新、改良整備は、農業
を持続可能なものとし安心で安全な農作物の安定供給に繋げる上で
必要不可欠である。現地調査を詳細に行い、優先順位を設け、限られ
た予算の中で効果の高いものから実施する。

　必要性
　①目的が市民・社会のニーズに合っているか
　②事業を市が担う必要があるか（民間・国・県）

　③類似の事業はないか、あれば当該事業との
　　　統廃合はできるか

　※【１】【２】から

高

農作物（水稲栽培）の生産に必要不可欠な用水を安定且つ、継続的
に供給するためには、農業水利施設の更新、改良が必要である。

類似事業はない。

　効率性
　①費用対効果
　②他に効率的な方法はないか
　　　（広域・民間活用・市民協働など）

　※【１】【３】【４】【５】【６】から

高

米の自給率向上、耕作放棄地の防止等、費用対効果では算出できな
い要素もあるが、水利用の安定に貢献している。

食料自給率の向上や安全で安心な農産物の安定供給を図る上で、行
政が事業を実施することは妥当であり、民間活用又は、市民協働には
馴染まない性格である。

　有効性
　・期待した効果が得られたか

　　又は計画した将来に効果が得られる見込か

　※【２】【７】から

高
農業水利施設の更新、改良等により、農業生産基盤の高度化、合理
化及び水利用の安定に貢献しており有効である。

岐阜市が実施する事業は、受益面積などが、国・県営事業の採択要
件を満たさない規模である。

成果指標名 ― 単位 ―
令和２年度 令和３年度 令和４年度

令和２年度 令和３年度 令和４年度

目標値 5,606 5,606 5,606
実績値 2,201 2,238 1,742

受益者１人当たりのコスト
（円、一般財源ベース） 3,656 3,486 3,694

活動指標名 用排水路施工延長 単位 m

受益者負担額（千円） 15,648 13,754 12,371
受益者負担率（％） 7.9% 9.0% 7.9%

令和２年度 令和３年度 令和４年度

事業受益者 農業者 農業者 農業者
受益者数 36,451 34,566 33,510


